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れるようになる。 ここには写真製版 に触発 さ
れた線の復興 と手工芸的な試行錯誤が見いだ
せる。 これ らの写真製版による挿 し絵や装飾
は,写真製版による挿 し絵が流行 していた当
















コの1箱 と同じ値段)で あり,か なり意識的
に低価格 を目指 していた と思われる。 また
『ヴェル ・サクルム』の為に制作 されたスケ
ッチや挿 し絵 は6年 間で471点にのぼ り,さ
らに271点のオ リジナル版画が付 け加 えられ
た。本文を組む活字はW.モ リスのゴールデ












新 しい芸術 を模索 していた様々な芸術の動向
は,情報誌 として或いは書物芸術 として様々
な美術雑誌 を刊行 していた。フランスの 『ル
ヴュ ・ブランシュ』,イギ リスの 『ザ ・ステ
ユーデ イオ』,ドイツの 『パ ン』や 『ユーゲ
ン ト』等は,き わめて民主的な雑誌 として愛
好されたと同時に書物芸術 として美 しい表紙




始めに取 り上 げたように全体芸術 としての
書物芸術 の試みはイギ リスのアーツ ・アン
ド・クラフツに先行されていた。額縁入 りの
ファイン ・アー トに対す る民主的な手工芸 と
して,W.モ リスは白黒の線描 による挿 し絵

















のである。W.ク レインは,彼 の著書 『書物
と装飾』の中でこうした観点から,伝統的な
「写実的=自 然の模倣」である挿し絵を過去の
もの とし,現代の挿 し絵は「装飾的=創 造的」
である必要を説 く。
○ 『ヴェル ・サクルム』の挿 し絵
写真製版技術の導入により挿し絵を巡 る状
況が一変 した世紀転換期のウィーンでは,テ
クス トに付随し,図解するだけの挿 し絵 は過
去の ものであった。 しかしセセッションの絵
画のグループに影響を受 けた象徴主義的,絵
画的な傾向は引き続 き見 られた。挿 し絵 は象
徴的な装飾によって取 り囲まれ,描 き出され
る情景の幻影性に付いて充分に説明的な構図
を取 り,絵画的舞台装置=縁 取 りによってア
レゴリー を作 っていた。
インキュナブラの時代から見 られる象徴的
な挿し絵の伝統は,タ イ トル ・ページの寓意
的 なモチー フに始 まる。 『ヴェル ・サ クル
ム』に用い られたタイ トル ・ページでは工芸
的な高い装飾性が認 められ,且 つそのデザイ
ンは本文ページへ も展開されてい く。絵画的
な挿 し絵はテクス トや本装飾 と有機的な関係












るものへ と変わ ってい くのである。 『ヴェ
ル 、サクルム』 に印刷されたイメージは,作
品紹介に至 るまで色彩による装飾効果を加 え
られていた。平坦な色彩,繊 細な線,網 版 に
よる階調,そ れぞれが挿 し絵の装飾性 と結び




装飾的な効果 は,ウ ィーン ・セセッション特
有 の工芸的質感 を表現 していた。すなわち
『ヴェル ・サクルム』は美術情報雑誌 として
伝達の機能 よりも工芸性=美 的機能をよ り強
く求めたと考 えられる。 さらに印刷技法や視
覚効果の実験が行われ続ける事により,専門
家を対象とした芸術運動の機関誌 としての役
割 を果たしたのであろう。
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